








食品科学

上妻 由章（教授）
Kouzuma Yoshiaki

主な所属学会：日本農芸化学会、日本蛋白質科学会

研究の概要
（１）食品素材中の機能性物質の分離・同定、機能解明に関する研究

食品素材中には、生体調節機能（生理活性）を発揮するようなタンパク質、
ペプチドなどが存在します。例えば、ガン細胞の増殖を抑えるようなタンパク
質や血圧低下作用、抗酸化作用があるペプチドなどが知られています。私た
ちは様々な食品素材からそのような機能性物質を探索して、その構造や機
能の解明を行っています。これまでローヤルゼリーやハスの実、キノコ類（ハ
ナビラタケ、ヤマブシタケ、シイタケ）などから、多くの生理活性タンパク質や
機能性物質の分離を行なっており、現在は主に、食用イモのアピオス、ハチ
ノコなどの食品素材から、機能性物質の探索を試みています。

（２）生理活性タンパク質の医学分野等への応用に関する研究
私たちは、発見された生理活性タンパク質などについて、食品分野への応

用が難しいものについては、医学分野や生化学分野に応用するための研究
も行っています。例えば、グミというナマコから発見されたレクチン（糖結合性
タンパク質）をガン細胞に特異的に傷害を行う機能性分子として応用しようと
する研究や、昆虫に存在するプロテアーゼインヒビター（タンパク質分解酵素
阻害剤）の抗ウイルス活性を利用しようとする研究などを行っています。

茨城大学農学部食生命科学科

研究内容キーワード： 生理活性蛋白質、レクチン、 プロテアーゼインヒビター
研究室ホームページ： http://foodfunc.agr.ibaraki.ac.jp
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長澤 淳（講師）
Nagasawa Jun

研究の概要

研究内容キーワード：食、糧、数値モデル、シミュレーション
研究室ホームページ：

「食／糧を科学する」をテーマに食べ物について様々な視点から考えています。
・全球規模の穀物の生産／消費を経済モデルを用いて解析

世界の人々が健康的な生活ができるようなシステムを作れるの？

・多くの宗教では、食べ物に対する戒律がある。食べ物から宗教を見てみると何が
みえてくるのか？

・効率化、省力化により機械化が進み、食糧を作るという作業自体が、工場での流
れ作業のようになってしまっています。大変な作業をねぎらったり、多人数で行う
作業で調子を合わせるために歌う、作業歌というものがあります。道具が歌いこま
れていたり、どのような作業なのかが歌いこまれている歌が見受けられます。作業
歌を分析することで、農業に今まで気がつかなかった価値を見出せないのだろうか
？

茨城大学農学部地域総合農学科
（地域共生コース）
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西川 邦夫（准教授）
Nishikawa Kunio

主な所属学会：日本農業経済学会、政治経済学・経済史学会等

１．研究の概要
フィールドワークに基づき研究を進めています。
（１）農業政策の評価
（２）農業経営の経営分析
（３）地域農業の将来展望
（４）外国農業との比較

２．研究の強み
現場で得られた知見とデータに立脚しているので、

現実から遊離しない、地に足の着いた成果が得られ
ます。また、研究に協力して頂ける方とのコミュニケー
ションを重視して研究を進めていきます。

３．対応できる依頼
（１）農業政策・地域農業戦略立案の基礎資料作成
（２）農業経営の定量的・定性的分析

研究内容キーワード： 農業政策、農業経営、海外農業
研究室ホームページ： https://nishikawakunio920.jimdo.com/

茨城大学農学部地域総合農学科
（地域共生コース）

私の目指すＳＤＧｓ
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http://www.agr.ibaraki.ac.jp/ https://www.facebook.com/ibadai.nougakubu/




